
最優秀賞と輝星（きらぼし）賞を受賞した新道組祭典部
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23年８月１日現在 前月比 前年同月比

14,783 （－）� 4 （－）� 168

　男� 6,962

　女� 7,821

（－）� 6

（＋）� 2

（－）� 91

（－）� 77

世帯数� 6,524 （＋）� 1 （－）� 12

の
へ
じ
祇
園
ま
つ
り

届
け
よ
う
　
明
日
へ
つ
な
が
る
祇
園
の
音

　

今
年
の
祇
園
ま
つ
り
は
、
宵
宮
は

雨
模
様
で
し
た
が
、山
車
夜
間
運
行
・

海
上
渡
御
な
ど
は
天
候
に
恵
ま
れ
大

勢
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

山
車
製
作
部
門
の
最
優
秀
賞
は
、

「
出
陣
・
川
中
島
」
新
道
組
祭
典
部

が
受
賞
し
ま
し
た
。
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まちのニュース

交通死亡事故ゼロ５００日達成

　この程、平成22年２月28日から平成23年７月12日まで
の５００日間、交通死亡事故ゼロの記録を達成、青森県
警察本部において、野辺地町交通安全対策協議会（高田
光雄会長）と野辺地町交通安全母の会連合会（松浦リツ
会長）が青森県警察本部長（寺島喜代次本部長）から感
謝状が授与されました。
　日頃から、シートベルトの着用街頭指導や高齢者の交
通事故防止のための反射材配布の戸別訪問などの活動を
実施したことが、今回の記録となりました。

全国少年少女
　レスリング選手権大会優勝
　７月に、新潟市で開催された全国少年少女レスリング
選手権大会において、小学４年生の部33㌔級で、野辺地
ジュニアレスリングクラブに所属する中山元くん（若葉
小学校）が見事に優勝し、亀田町長を訪問し優勝報告を
しました。
　中山君は、「優勝は初めてなのでとてもうれしいです」
と話していました。同行した島谷監督は、「普段の練習
どおり、全力で試合して優勝しました」。
　亀田町長からは、「これからも頑張ってください」と
激励されました。

日本の蝶展開催

東北六県珠算競技大会
個人総合競技優勝

　中央公民館のロビーにおいて、日本の蝶展が８月２日
から８月６日まで（来場者数約300人）開催されました。
　今回展示した蝶は、鳥谷部一嘉さん（十和田市在住　
元馬門小学校校長）が趣味で採集したもので、遠くは沖
縄や石垣島などでも採集し、展示場には、約3000頭（蝶
の数え方は頭だそうです）をガラス展示ケースに入れて
展示し、来場者は蝶の美しさに魅了されていました。
　来場した野辺地高校生は、普段なかなか見る機会が無
く見て感動しました。友達にも見せてあげたいと話して
いました。

　７月に、新潟県湯沢町で開催された第39回東北七県珠
算競技大会において、総合競技部門において、野辺地小
学校６年生の鳥山花甫さんが、個人の部で見事優勝しま
した。
　８月10日に亀田町長をご両親と共に訪問し優勝報告を
行いました。
　鳥山さんは、「あまり緊張はしなかった、普段どおり
できました」と話していました。

感謝状を手に高田・松浦会長

亀田町長へ優勝報告した中山君と島谷監督

蝶の魅力を解説する鳥谷部さん

トロフィーを手に鳥山さんとご両親、亀田町長、古田教育長
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まちのニュース

今が旬、「葉つきこかぶ」
　　　食べつくしセミナー開催
　７月21日、青い森鉄道株式会社の主催による、「葉つ
きこかぶ食べつくしセミナー」が行在所（旧野村家住宅
離れ）において開催されました。
　参加者は、平成21年度から３カ年計画で改修工事が行
われ、平成23年11月末に工事が完成する予定になってい
る室内を見学し、歴史民俗資料館長（駒井館長）から行
在所の歴史などについての説明を受けた後、料理研究家
の角鹿三つ瀬さんが作った、町特産の葉つきこかぶを
使った料理を味わいました。

こころの健康づくりボランティア
育成研修開催
　町では、自殺で亡くなる人が増加し社会問題になって
いることを受け、予防対策を重点的に実施しています。
　８月８日、健康増進センターにおいて、昨年養成講座
修了者等を対象に、こころの健康づくり地域ボランティ
ア育成研修会（32人受講）を開催しました。　
　講師に五所川原市で傾聴サロンを運営している「NPO
法人ほほえみの会」の藤林理事長を迎え、「私達の地域
の人は私達で支えあおう」の精神のもと、人と人との
つながりが人を救う活動の実際とその重要性を学びまし
た。

ブックスタートが始まりました

募金、ご寄付　ご協力ありがとうございました。

　６月29日、健康増進センターにおいてブックスタート
が始まりました。
　ブックスタートは、あかちゃんと保護者が「絵本を通
して温かくて楽しいひとときを分かち合うこと」を応援
する運動で、当町では、平成14年度から、図書館と健康
増進センターが連携し、７ヶ月児相談においてブックハ
ローと言う名称で事業を行ってきました。
　この度、補助事業を活用し、絵本等のプレゼントがで
きるようになり、より一層充実した形で実施できるよう
になりました。
　この日は、絵本等が入ったブックスタートパックを手
渡された保護者の方々は、「ぜひ家でも、プレゼントさ
れた絵本を赤ちゃんに読んであげたい。」と話していま
した。

メニューを見ながら説明を聞く参加者の皆さん

講師のＮＰＯ法人ほほえみの会藤林理事長他

生まれて初めての本、本は心を育てます

みちのく銀行野辺地支店
みちのく会様より町スポーツ振興費として

　　野辺地野球協会様より
　　日赤野辺地町分区へ

　下町商店会様より
　岩手県災害義援金募金委員会へ

100,000円128,556円40,000円
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まちのニュース

　

首
都
圏
に
在
住
す
る
当
町
出
身

の
方
々
に
ふ
る
さ
と
野
辺
地
の
魅

力
等
を
全
国
に
発
信
し
て
も
ら
う

た
め
に
、「
む
つ
湾
“
の
へ
じ
”

特
派
員
」
を
本
年
度
新
た
に
３
人

増
員
し
ま
し
た
。

　

新
任
の
方
々
は
、
川
村
賢
司
さ

ん
木
戸
忠
勝
さ
ん
伊
藤
桃
さ
ん
。

３
人
に
は
、
亀
田
町
長
よ
り
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
、
野
辺
地
の
魅
力

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
引
き
続
き
特
派
員
を

務
め
る
上
地
国
彦
さ
ん
大
山
禮
二

さ
ん
杉
山
一
彦
さ
ん
の
３
人
も
参

加
し
て
の
懇
話
会
で
は
、
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
愛
宕
公
園
に
お
い

て
、
香
川
県
土
庄
町
の
大
坂
城
残

石
記
念
公
園
「
友
好
之
碑
」
建
立

の
除
幕
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
町
の
愛
宕
公
園
の
石
段
に
使

わ
れ
て
い
る
石
が
、
約
４
０
０
年

前
の
大
坂
（
阪
）
城
改
築
の
際
に

切
り
出
さ
れ
た
も
の
の
、
使
わ
れ

ず
残
さ
れ
た
土
庄
町
小
海
の
「
残

念
石（
残
石
）」の
一
部
と
同
じ（
兄

弟
石
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成

20
年
か
ら
交
流
が
始
ま
り
、
昨
年

10
月
に
、
土
庄
町
へ
亀
田
町
長
他

関
係
者
が
招
か
れ
て
、
友
好
公
園

の
調
印
を
行
い
、
そ
れ
に
呼
応
す

る
形
で
、
こ
の
度
の
石
碑
の
建
立

と
な
り
ま
し
た
。

若葉小学校マーチングバンドのステージ

わかば保育園こどもチャレンジ

ＹＯＳＡＫＯＩ共演 「伊藤桃」（野辺地町出身）歌謡ショー 屋台村、観光物産コーナー

むつ湾のへじ特派員委嘱・懇話会愛宕公園・大坂城残石記念公園友好之碑建立

新たに委嘱された伊藤さん、木戸さん、川村さん（左から）硬い握手をした岡田土庄町長と亀田町長

多数（約3,000人）の来場者で賑わいました
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ふるさと物産テント市まちなかにぎわいまつり

城
内
組
祭
典
部

　
「
陰
陽
師 
魔
剣
祈
祷
の
場
」

駅
前
組
祭
典
部

　
「
ス
サ
ノ
オ
の
オ
ロ
チ
退
治
」

馬
門
組
祭
典
部

　
「
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願

　
　
　

多
聞
天
地
震
を
鎮
め
る
」

袋
町
組
祭
典
部

　
　
「
荒
木
又
右
衛
門 

　
　
　
　
　
　

決
闘
鍵
屋
の
辻
」

下
袋
町
組
祭
典
部

　
　
「
出
陣 

天
草
四
郎
時
貞

　
　
　
　
　

～
龍
神
と
共
に
～
」

金
沢
町
組
祭
典
部

　
　
「
徳
川
家
康

　
　
　

 

天
下
分
け
目
の
戦
い
」

浜
町
組
祭
典
部

　
　
「
宝　
　

船
」

下
町
組
祭
典
部

　
　
「
赤
穂
浪
士
討
入
吉
良
の

　
　

 

剣
客
奮
戦
清
水
一
学
」

海　上　渡　御

野
西
高
組
祭
典
部

　
　
「
伊
勢
三
郎
、
義
経
見
参
」

優秀賞

特別賞

流粋賞

秀　作

若祗賞
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平成22年度　野辺地町職員給与等の状況
　町では、平成17年度から人事行政の公平性・透明性の確保を目的に、前年度の職員給与や職員数などを公表してい
ます。町の掲示板及び町ホームページへ公表している内容のうち主に職員の部分をお知らせいたします。

１．職員数の状況� （単位：人）

部　　　門
職　　員　　数 増　　減

Ｂ－Ａ22 年度　Ａ 23 年度　Ｂ

一般行政

議　会 　　　　２ 　　　　２ 　　　０
総務企画 　　　３５ 　　　３４ △１
税　務 　　　　８ 　　　　８ 　　　０
民　生 　　　１０ 　　　　９ 　　△１
衛　生 　　　　８ 　　　　９ 　　　１
農林水産 　　　　６ 　　　　６ 　　　０
商　工 　　　　３ 　　　　４ 　　　１
土　木 　　　　９ 　　　１０ 　　　１
　小　計 　　　８１ 　　　８２ 　　　１

特別行政 教　　育 　　　２３ 　　　２３ 　　　０
普通会計　　計 　　１０４ 　　１０５ 　　　１

公営企業
等会計　

水　道 　　　　５ 　　　　５ 　　　０
その他 　　　１２ 　　　１３ 　１
　小　計 　　　１７ 　　　１８ 　１

合　　　　計 　　１２１ 　　１２３ 　　　２
（注）各年度４月１日の職員数です。また、部門名は統計上の名称で、町の課名ではありません。
（注）公営企業等会計の「その他」は、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険です。
（注）「普通会計」は、会計区分の異なる地方公共団体の財政状況を比較するために設けられた統計上の名称です。一般

会計と特別会計のうち公営企業（水道事業）や公営事業（国保会計、介護保険会計など）を除いたものです。

２．職員の給与等の状況
　⑴平成22年度普通会計決算における人件費の状況

歳出合計 人件費合計 人件費率 前年度人件費率
5,719,060千円 1,045,910千円 18.3％ 17.9％

　　（注）人件費には、特別職、議員及び各種委員の給与や報酬が含まれます。

　⑵平成22年度普通会計決算における職員給与費の状況� 　（単位：千円）

職員数 給　　与　　費 一人当たり
給与費

前年度一人当
たり給与費給　料 職員手当 期末勤勉手当 計

104人 438,277 41,892 159,504 639,673 6,151 6,375
　　（注）職員手当は時間外勤務、扶養、通勤、寒冷地などで、退職手当を含みません。

　⑶職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況（平成22年４月１日現在）
区　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 47.6歳 360,478円 393,865円
保　健　職 37.0歳 291,962円 316,415円
栄�養�士�職 34.0歳 233,200円 240,560円
技能労務職 48.8歳 329,184円 358,731円
参考　県職員（一般行政職） 44.0歳 348,000円 421,011円

　　（注）「平均給料月額」は、職員の基本給の平均。「平均給与月額」は、基本給と毎月支払われる扶養手当、住居手当、
時間外勤務手当などの諸手当を合計したものです。

　※特記事項
　　町では、財政改革の一環として、特別職を含めた職員等の給与を削減しており、平成22年度も次のとおり給与の
削減を行いました。
　【特別職等】
　　　町長：給料の28％削減　副町長・教育長：給料の20％削減　町議会議員：報酬の10％削減
　【一般職】
　　　管理職の職員：管理職手当の支給額50％削減
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平
成
23
年
度
『
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
』
が
、
７
月
11
日
か
ら
７
月
28
日

ま
で
計
10
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
方
か
ら
、
積
極
的
な

意
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
の
質
問
等
を
抜
粋
し
て

掲
載
し
ま
し
た
。

金
沢
集
会
場

�

７
月
11
日
（
月
）
参
加
者
８
人

町
民　

野
辺
地
中
学
校
の
改
築
に
つ

い
て
は
、
鉄
筋
工
法
よ
り
も
鉄

骨
で
建
設
し
た
ほ
う
が
地
震
な

ど
に
強
い
の
で
は
い
か
。

回
答　

先
般
、
実
施
設
計
の
設
計
業

者
が
決
定
し
た
の
で
専
門
的
な

見
地
か
ら
耐
震
も
踏
ま
え
た
学

校
を
建
設
し
て
い
き
た
い
。

町
民　

若
葉
小
学
校
付
近
に
設
置
し

て
あ
る
歩
道
橋
を
渡
っ
て
い
る

と
、
樹
木
か
ら
虫
が
落
ち
て
く

る
の
で
、
樹
木
を
切
る
な
り
対

処
し
て
欲
し
い
。

回
答　

現
場
を
見
て
対
処
し
た
い
。

町
民　

野
辺
地
中
学
校
裏
の
大
湊
線

跨
線
橋
を
利
用
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
運
動
会
の
時
に
大
変
不

便
で
し
た
。
何
と
か
渡
れ
る
よ

う
に
し
て
欲
し
い
。

回
答　

跨
線
橋
は
老
朽
化
し
、
大
変

危
険
な
状
態
な
の
で
使
用
禁
止

に
し
て
い
る
。
今
後
は
撤
去
す

る
予
定
で
あ
る
の
で
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。

町
民　

身
体
障
害
者
が
利
用
し
易
い

よ
う
に
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
に

手
す
り
を
付
け
て
欲
し
い
。

回
答　

検
討
し
た
い
。

町
民　

眺
望
の
関
係
に
よ
り
愛
宕
公

園
の
松
の
剪
定
を
し
て
欲
し
い
。

町
民　

サ
ン
ト
リ
ー
跡
地
の
利
用
を

町
と
し
て
検
討
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
公
園
や
湧
水
を
利
用
で

き
な
い
か
。

回
答　

町
と
し
て
、
企
業
を
誘
致

す
る
方
向
で
努
力
は
し
て
い
る
。

以
前
数
社
か
ら
問
合
せ
が
あ
っ

た
が
、
首
都
圏
か
ら
遠
隔
地
に

あ
り
輸
送
コ
ス
ト
な
ど
が
か
か

る
た
め
に
、
企
業
側
か
ら
す
れ

ば
あ
ま
り
メ
リ
ッ
ト
が
無
い
ら

し
い
。
今
後
も
積
極
的
に
誘
致

活
動
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

馬
門
公
民
館

�

７
月
12
日
（
火
）
参
加
者
21
人

町
民　

野
辺
地
で
原
発
に
つ
い
て
の

説
明
会
は
な
い
の
か
。

回
答　

県
で
選
定
し
て
い
る
。
野
辺

地
の
ほ
う
に
は
声
が
か
か
っ
て

い
な
い
。

町
民　

原
発
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、

野
辺
地
は
危
険
だ
。

町
民　

西
浜
地
区
の
道
路
整
備
に
つ

い
て
の
要
望
。

町
民　

役
場
を
建
設
す
る
予
定
と
聞

い
て
い
る
が
、
駐
車
場
を
広
く

取
っ
て
欲
し
い
。

回
答　

今
後
は
具
体
的
に
建
設
場
所

の
選
定
な
ど
も
含
め
て
確
保
し

て
い
く
。

町
民　

財
産
区
の
風
呂
を
利
用
し
易

く
、
日
数
や
時
間
を
増
や
し
て

欲
し
い
。

町
民　

養
鶏
場
の
糞
の
に
お
い
が
耐

え
ら
れ
な
い
。

回
答　

現
状
を
把
握
し
て
対
処
し
た

い
。

浜
町
集
会
場

�

７
月
13
日
（
水
）
参
加
者
15
人

町
民　

３
月
11
日
の
震
災
の
日
、
防

災
無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
。

回
答　

今
微
調
整
中
。
本
来
、
家

の
外
に
い
る
人
に
伝
え
る
も
の
。

随
時
調
整
し
て
い
く
。

町
民　

近
年
よ
く
な
っ
て
い
る
一
次

産
業
に
支
援
を
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
。（
町
を
あ
げ
て
）

回
答　

食
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
町
も

力
を
い
れ
て
い
る
。

町
民　

種
畜
場
踏
切
か
ら
城
内
橋

ま
で
拡
幅
工
事
を
進
め
て
お
り
、

更
に
城
内
橋
か
ら
警
察
署
ま
で

整
備
し
て
欲
し
い
。

回
答　

県
事
業
で
あ
り
、
移
転
補
償

に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、

現
時
点
で
は
計
画
し
て
い
な
い
。

今
後
要
望
し
て
参
り
た
い
。

町
民　

漁
礁
を
増
や
し
て
欲
し
い
。

回
答　

検
討
し
て
増
や
し
て
い
く
。

町
民　

側
溝
か
ら
匂
い
が
す
ご
い
。

町
で
整
備
、
掃
除
し
て
欲
し
い
。

回
答　

調
査
し
て
で
き
る
か
ど
う
か

検
討
し
て
返
答
す
る
。

町
民　

小
学
生
等
の
挨
拶
が
良
い
。

中
学
校
に
な
る
と
ダ
メ
。

回
答　

中
学
校
は
ど
う
し
て
も
反
抗

期
な
ど
が
あ
る
。
優
し
い
目
で

見
守
っ
て
や
っ
て
欲
し
い
。

町
民　

祭
り
へ
の
子
ど
も
の
参
加
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

学
校
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に

指
導
で
き
な
い
も
の
か
。

回
答　

学
校
長
に
は
説
明
済
み
。
非

行
等
も
あ
る
た
め
検
討
中
。

町
民　

役
場
の
職
員
の
方
々
も
積
極

的
に
参
加
し
て
欲
し
い
。

回
答　

自
治
会
の
行
事
に
で
き
る
だ

け
参
加
で
き
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
。

町
民　

交
差
点
付
近
の
住
宅
の
樹
木

が
伸
び
て
見
通
し
が
悪
か
っ
た

り
、
商
店
の
「
の
ぼ
り
」
が
見

通
し
を
悪
く
し
て
い
る
。

回
答　

他
人
の
木
を
勝
手
に
切
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
、
話
し
合
っ

て
み
る
。
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

町
民　

４
号
線
松
ノ
木
地
区
跨
線
橋

に
歩
道
が
な
い
。

上
袋
町
集
会
場

�

７
月
14
日
（
木
）
参
加
者
10
人

町
民　

愛
宕
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
側
溝

の
流
れ
が
悪
く
、
匂
い
が
す
ご

い
。
早
く
直
し
て
欲
し
い
。

回
答　

現
場
の
状
況
を
視
察
に
行
き

ま
す
。

町
民　

交
通
安
全
の
観
点
か
ら
朝
の

児
童
・
生
徒
の
登
校
時
、
付
近

の
道
路
を
通
行
止
め
又
は
一
方

通
行
に
で
き
な
い
か
。

回
答　

非
常
に
難
し
い
、
一
応
話
し

て
み
る
が
、
止
め
ら
れ
た
ほ
う

も
不
便
に
な
る
。

町
民　

若
小
の
近
く
の
交
差
点
が
危

活
発
な
意
見
や
要
望
が
あ
っ
た
『
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
』
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険
だ
。

回
答　

警
察
と
合
同
で
交
通
安
全
診

断
を
行
う
予
定
。

町
民　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
増

設
予
定
は
あ
る
の
か
。

回
答　

県
知
事
に
要
望
書
を
だ
し

た
。
県
の
６
月
議
会
で
。

町
民　

防
災
無
線
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

人
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
話

し
て
欲
し
い
。

回
答　

機
械
じ
ゃ
な
く
人
の
声
を
録

音
で
流
す
よ
う
に
す
る
。

町
民　

野
辺
地
中
学
校
改
築
後
、
え

ぼ
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ど
う
な
る

の
か
。

回
答　

部
活
動
な
ど
に
お
い
て
、
今

ま
で
ど
お
り
使
用
す
る
。

町
民　

冬
の
除
雪
の
時
、
雪
の
置

き
場
を
ど
う
に
か
し
た
ほ
う
が

い
い
。（
去
年
の
場
所
に
は
家
が

建
っ
た
。）

町
民　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
町
指
定
の

袋
に
入
れ
る
理
由
は
何
か
。（
袋

が
も
っ
た
い
な
い
。）

課
長　

意
味
が
あ
る
の
か
検
討
し
て

み
る
。

町
民　

健
康
診
断
を
す
る
時
は
、
各

自
治
会
に
バ
ス
を
走
ら
せ
れ
ば

受
け
る
人
も
多
く
な
る
と
思
う
。

回
答　

以
前
バ
ス
を
出
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
乗
る
人
が
少
な
く
、

取
り
や
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

下
袋
町
集
会
場

�
７
月
15
日
（
金
）
参
加
者
６
人

町
民　

道
路
舗
装
や
側
溝
整
備
を

し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
ま
す
。

し
か
し
自
治
会
の
範
囲
が
広
い

の
で
舗
装
、
側
溝
整
備
が
ま
だ

足
り
な
い
。
ま
た
、
病
院
は
今

後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。（
医

師
確
保
等
）

回
答　

青
森
県
や
野
辺
地
病
院
で
も

医
学
部
の
生
徒
の
奨
学
金
制
度

を
実
施
し
て
お
り
、
あ
と
数
年

で
順
次
県
内
に
就
職
す
る
よ
う

に
な
る
。
も
う
少
し
待
っ
て
欲

し
い
。

町
民　

野
小
と
若
葉
が
近
い
の
で
二

つ
の
小
学
校
を
維
持
す
る
の
は

金
が
も
っ
た
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

回
答　

今
後
少
子
化
で
２
０
０
人
ほ

ど
減
る
推
測
。
近
い
う
ち
に
統

廃
合
の
検
討
。

町
民　

町
に
活
気
が
な
い
と
感
じ

る
。

　
　

農
業
や
漁
業
、
観
光
を
う
ま
く

結
び
付
け
ら
れ
な
い
か
。
道
の

駅
等
を
つ
く
っ
て
町
を
Ｐ
Ｒ
で

き
な
い
か
。
東
日
本
大
震
災
で

の
原
発
事
故
の
こ
と
か
ら
原
発

に
対
し
て
ど
う
い
う
方
向
性
で

い
く
の
か
。

回
答　

町
民
の
意
見
を
参
考
に
考
え

て
い
き
た
い
。

下
町
二
区
集
会
場

�

７
月
19
日
（
火
）
参
加
者
10
人

町
民　

町
長
の
退
職
金
の
値
上
げ
は

な
ぜ
な
の
か
。
な
ぜ
今
の
時
点

で
上
げ
る
の
か
。

回
答　

退
職
金
は
条
例
に
基
づ
い
た

も
の
で
、
上
げ
た
の
で
は
な
く

本
来
の
金
額
に
戻
し
た
だ
け
。

町
民　

病
院
の
問
題
を
最
優
先
に
解

決
す
べ
き
。

町
民　

浄
化
槽
の
パ
イ
プ
（
休
止
）

は
ど
う
す
る
の
か
。
下
水
は
ど

う
す
る
の
か
。

回
答　

い
ず
れ
再
会
す
る
予
定
で
県

に
申
し
入
れ
て
い
る
。
下
水
道

を
整
備
す
る
予
定
だ
が
、
資
金

の
問
題
も
あ
る
の
で
検
討
中
。

町
民　

期
間
を
区
切
っ
て
原
子
力
交

付
金
の
一
部
を
町
民
か
ら
い
た

だ
い
て
、
町
の
た
め
に
報
告
し

た
ら
ど
う
か
。

回
答　

今
年
度
か
ら
、
割
合
を
自

由
に
振
り
分
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
も
う
少
し
検
討

し
た
い
と
思
う
。

町
民　

中
学
校
校
舎
の
建
設
は
大
手

企
業
に
発
注
す
る
の
か
。
地
元

業
者
に
や
ら
せ
た
ほ
う
が
良
い
。

回
答　

大
型
工
事
を
で
き
る
企
業
が

地
元
に
は
な
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
武
道
館
は
地
元
業
者
に
頼
も

う
と
思
う
。

駅
前
集
会
場

�

７
月
20
日
（
水
）
参
加
者
20
人

町
民　

過
疎
の
町
に
な
っ
た
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
ま

た
道
路
の
舗
装
等
を
も
っ
と
続

け
て
欲
し
い
。
サ
ン
ト
リ
ー
の

土
地
は
ど
う
利
用
す
る
の
か
。

現
状
も
知
り
た
い
。

回
答　

メ
リ
ッ
ト
は
有
利
な
過
疎
債

の
借
入
れ
が
で
き
る
。
借
り
た

分
の
70
％
が
交
付
税
で
措
置
さ

れ
る
。
企
業
誘
致
に
よ
る
固
定

資
産
税
が
３
年
間
免
除
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪

い
こ
と
。
他
は
な
し
。
サ
ン
ト

リ
ー
の
土
地
は
一
年
間
１
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
60
円
、
ま
た
は

30
円
で
貸
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

業
者
が
年
に
１
，
２
社
来
る
が
、

清
涼
飲
料
水
の
場
合
、
大
都
市

圏
が
近
く
に
な
い
と
儲
け
が
な

い
。
誘
致
活
動
は
し
て
い
る
が

な
か
な
か
申
込
が
な
い
。

町
民　

野
辺
地
中
学
校
周
辺
で
穴
が

開
い
た
り
、
曲
が
っ
た
り
し
て

い
る
フ
ェ
ン
ス
が
あ
る
。
見
た

目
も
悪
い
の
で
撤
去
し
て
欲
し

い
。
冬
の
除
雪
の
問
題
と
し
て
、

駐
車
場
に
雪
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
て
欲
し
い
。
サ
ン
ト
リ
ー

の
中
に
工
場
を
誘
致
で
き
な
い

か
。
消
防
団
に
若
い
人
の
入
団

が
あ
ま
り
な
い
。
町
で
も
職
員

を
地
域
の
消
防
団
に
入
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

回
答　

中
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
に
つ
い

て
は
、
改
築
も
あ
る
の
で
、
現

場
を
調
べ
て
対
処
す
る
。
役
場

職
員
を
消
防
団
へ
入
れ
る
話
に

つ
い
て
は
、
大
き
な
災
害
発
生

時
、
職
員
は
役
場
に
お
い
て
仕

事
を
す
る
の
で
、
現
実
的
に
力

に
な
ら
な
い
。

町
民　

放
射
線
量
測
定
器
を
買
わ
な

い
の
か
。

回
答　

役
場
の
前
に
一
台
あ
る
。
町

長
と
議
員
で
知
事
に
要
望
を
あ

げ
た
。（
農
林
水
産
物
の
放
射
能

検
査
）
牧
草
の
検
査
は
県
で
や
っ

て
い
る
。
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町
民　

び
わ
の
児
童
公
園
に
つ
い

て
。

　
　

遊
具
を
全
部
撤
去
し
た
が
、
い

つ
新
し
い
の
を
付
け
る
の
か
。

子
供
が
か
わ
い
そ
う
。

町
民　

原
発
に
つ
い
て
。
六
ヶ
所
の

再
処
理
工
場
、
東
通
の
原
発
が

近
い
が
、
も
し
も
の
と
き
は
ど

う
す
る
の
か
。
野
辺
地
町
の
方

向
性
に
つ
い
て
。

回
答　

国
の
防
災
指
針
は
破
綻
し
て

い
る
。
根
本
的
に
変
え
な
け
れ

な
ら
な
い
。
野
辺
地
は
東
通
か

ら
約
30
キ
ロ
、
六
ヶ
所
の
再
処

理
か
ら
は
約
６
キ
ロ
ほ
ど
。
青

森
県
全
体
で
避
難
場
所
等
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
民　

役
場
庁
舎
の
建
設
の
財
源
に

原
子
力
交
付
金
を
積
み
立
て
て

使
っ
た
ら
ど
う
か
。

え
ぼ
し
コ
ミ
セ
ン

�

７
月
21
日
（
木
）
参
加
者
13
人

町
民　

枇
杷
野
地
区
の
避
難
所
は
、

町
立
体
育
館
と
運
動
公
園
に

な
っ
て
い
る
が
、
集
会
場
に
一

度
集
ま
っ
て
か
ら
避
難
し
た
い
。

避
難
所
は
町
立
体
育
館
よ
り
野

辺
地
高
校
に
し
た
ほ
う
が
高
齢

者
に
は
楽
だ
と
思
う
。

回
答　

町
の
施
設
を
優
先
に
考
え
て

い
た
。
県
の
施
設
を
使
う
の
も

検
討
し
た
い
。

町
民　

土
庄
町
と
の
交
流
が
あ
る

が
、
久
喜
市
（
菖
蒲
町
）
と
交

流
は
ど
う
な
る
の
か
。
町
と
し

て
防
雪
林
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
防
雪
林
の
中
の

草
刈
等
の
整
備
を
し
て
い
な
い
。

回
答　

今
年
も
旧
菖
蒲
町
で
物
産

の
販
売
を
す
る
な
ど
、
交
流
を

続
け
て
い
る
。
菖
蒲
町
が
久
喜

市
と
合
併
し
た
こ
と
か
ら
、
新

た
に
久
喜
市
と
の
協
議
が
必
要

と
な
る
。
民
間
レ
ベ
ル
の
交
流

も
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
積

極
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。
防

雪
林
は
町
の
宝
で
も
あ
る
の
で
、

保
存
に
つ
い
て
は
県
と
も
協
議

し
て
い
く
し
、
防
雪
林
の
Ｐ
Ｒ

の
た
め
に
跨
線
橋
の
よ
う
な
物

を
作
っ
て
渡
れ
る
よ
う
に
し
た

い
。

　
　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
を
作
っ
て
イ

ベ
ン
ト
等
を
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。
駅
前
広
場
も
整
備
予
定
。

町
民　

昼
に
街
路
灯
が
つ
き
っ
ぱ
な

し
の
時
が
あ
る
。

回
答　

建
設
課
で
管
理
し
て
い
る

が
、
明
か
り
を
感
知
す
る
部
品

が
、
壊
れ
て
い
る
と
思
う
。
報

告
い
た
だ
け
れ
ば
、
早
期
に
修

繕
し
ま
す
。

町
民　

中
央
公
民
館
の
耐
震
強
度
は

大
丈
夫
か
。

回
答　

公
民
館
の
規
模
で
は
法
律
的

に
耐
震
調
査
が
義
務
化
と
な
っ

て
い
な
い
。

　
　

し
か
し
、
古
く
な
っ
て
い
る
の

で
改
修
工
事
な
ど
も
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

町
民　

野
辺
地
の
な
ま
こ
産
業
は
将

来
有
望
な
の
で
も
っ
と
予
算
が

欲
し
い
。

回
答　

３
年
前
か
ら
県
の
方
で
も
力

を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
結

果
に
よ
り
事
業
が
拡
大
さ
れ
て

い
く
。
問
題
は
、
こ
れ
に
取
り

組
む
漁
師
を
い
か
に
増
や
し
て

い
く
か
で
あ
る
。
力
を
い
れ
て

い
き
た
い
。

中
央
公
民
館

�

７
月
25
日
（
月
）
参
加
者
22
人

町
民　

町
長
に
原
発
の
話
を
し
に
役

場
に
き
た
ら
断
ら
れ
た
。
も
っ

と
町
民
と
の
対
話
を
大
事
に
し

て
欲
し
い
。

回
答　

用
事
が
あ
っ
た
た
め
会
え
な

か
っ
た
。
門
前
払
い
を
し
た
わ

け
で
は
な
い
。

町
民　

町
の
財
政
が
赤
字
か
ら
黒
字

に
な
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。

と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。

野
辺
地
病
院
に
通
っ
て
い
る
人

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
等

は
な
い
の
か
。

回
答　

意
見
箱
と
い
う
こ
と
で
正
面

玄
関
の
近
く
に
設
置
し
て
あ
る
。

　
　

ま
た
、
入
院
患
者
が
退
院
す

る
と
き
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願

い
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体

の
５
％
し
か
書
い
て
く
れ
な
い
。

も
う
少
し
方
法
を
考
え
た
い
。

町
民　

こ
ち
ら
に
避
難
さ
れ
て
き
た

方
々
が
「
こ
の
野
辺
地
で
子
供

を
育
て
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
を
し
て
欲
し
い
。

有
戸
地
区
学
習
等
供
用
セ
ン
タ
ー

�

７
月
28
日
（
木
）
参
加
者
16
人

町
民　

目
ノ
越
地
区
の
水
道
ポ
ン
プ

場
に
自
家
発
電
機
が
な
く
、
先
の

震
災
の
時
に
断
水
に
な
り
、
牛

に
水
を
や
れ
な
く
な
っ
た
。
自

家
発
電
機
を
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

回
答　

新
し
い
発
電
機
を
付
け
る
方

向
で
い
く
。
県
、
国
で
防
災
計

画
の
見
直
し
を
始
め
る
。
広
域

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
民　

防
災
無
線
が
ま
っ
た
く
聞
こ

え
な
い
。

回
答　

場
所
、
家
に
よ
っ
て
聞
こ
え

な
い
も
の
が
あ
る
。
一
台
３
万

円
の
子
機
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。
希
望
者
に
有
償
で
わ
た
し

て
い
る
。
も
う
少
し
検
討
し
て

み
る
。

町
民　

農
免
道
路
に
お
い
て
段
差

が
す
ご
い
の
で
直
し
て
欲
し
い
。

危
険
だ
。

回
答　

後
で
確
認
し
ま
す
。

町
民　

有
戸
の
地
区
で
海
が
シ
ケ
ル

と
海
の
水
を
か
ぶ
る
家
が
あ
る
。

沖
合
に
、
波
よ
け
ブ
ロ
ッ
ク
を

作
っ
て
欲
し
い
。

町
民　

市
町
村
合
併
は
ど
う
な
っ
た

の
か
。

回
答　

前
は
合
併
に
よ
る
優
遇
措
置

が
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
の
優
遇

が
な
い
。

町
民　

野
辺
地
病
院
で
診
察
を
受

け
て
い
た
ら
、
他
に
ど
こ
か
の

医
療
機
関
を
利
用
し
て
い
る
の

か
を
聞
か
れ
、
そ
の
病
院
へ
紹

介
状
を
出
す
か
ら
と
言
わ
れ
た
。

赤
字
だ
と
言
う
が
、
患
者
を
こ

の
様
に
扱
う
の
は
ど
う
な
の
か
。

回
答　

調
査
を
し
て
み
ま
す
。

町
民　

有
戸
に
は
有
戸
石
と
い
う
貴

重
な
石
が
あ
る
が
、
忘
れ
ら
れ

て
い
る
が
大
事
に
し
た
い
。



万
引
き
は
犯
罪
で
す
！
窃
盗
罪
は
10
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

ミニガイド
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児

童

館

行

事

電
話
（
64
）
３
１
０
６

図

書

館

行

事

電
話
（
64
）
２
１
９
５

◆�

野
辺
地
ホ
ー
ム
慰
問
／
16
日（
金
）

午
後
４
時

◆�

料
理
教
室
／
17
日
（
土
）
午
前
11

時
（
申
込
締
切�

14
日
・
参
加
費

１
５
０
円

◆�

あ
た
ご
ク
ラ
ブ
奉
仕
活
動
（
館
内

清
掃
）
／
24
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分

◆�

避
難
訓
練
／
27
日（
火
）午
後
４
時

◆�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「
虹
色
の
会
」

/
３
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

◆�

朗
読
の
会
「
秋
桜
」
／
８
日
（
木
）

午
前
10
時

◆�

絵
本
を
楽
し
む
会
／
９
日
（
金
）

午
前
10
時

◆�

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
14
日
（
水
）

午
前
10
時（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

◆�

古
典
に
親
し
む
会
／
16
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
「
紫
式
部
日
記
」

◆�

ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
／
22
日

（
木
）
午
前
10
時
30
分
～

平
成
24
年
版

　
青
森
県

民
手
帳
予
約
受
付
中

価
　
　
格　

1
冊
５
０
０
円（
税
込
）

発
行
予
定　

11
月
中
頃

カ
バ
ー
色　

①
黒
系　

②
青
系

　
　
　
　
　

③
赤
系　

④
緑
系 

申
　

込
　

先　

役
場　

企
画
財
政
課

　

☎
64
―
２
１
１
１（
内
線
２
６
６
）

締
　
　
切　

9
月
20
日
（
火
）
ま
で

図書館おすすめの新刊（入荷予定本）

下町ロケット（第145回直木賞受賞） 池井戸　潤

癌だましい（文學界新人賞受賞） 山内　令南

紅 梅 津村　節子

幸 福 な 生 活 百田　尚樹

や な り い な り 畠中　　恵

黄 泉 か ら 来 た 女 内田　康夫

い の ち の こ と ば 佐藤　初女

我 が 家 の 問 題 奥田　英朗

2011年版ベスト・エッセイ集　人間はすごいな 日本エッセイスト・クラブ

寺山修司の「牧羊神」時代 松井　牧歌

本　の　展　示

●敬老の日に薦める本展

●おじいちゃん、おばあちゃんの本展

　１日（木）～ 30日（金）

第
51
回
ふ
る
さ
と
歴
史

講
座
の
開
催
に
つ
い
て

～
野
辺
地
の
廻
船
問
屋
と
為
替
に
つ

い
て
～

　
大
阪
商
人
と
の
絆
と
信
頼

講
　
師
　
宮
澤
秀
男
氏
（
県
文
化
財

保
護
協
会
理
事
・
歴
史
を
探
る

会
事
務
局
長
）

と
　
き
　
平
成
23
年
９
月
４
日（
日
）

　
　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ
　
野
辺
地
町
立
図
書
館
視
聴

覚
室

主
　
催
　
野
辺
地
町
歴
史
を
探
る
会

　
　

野
辺
地
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館



犬
の
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
散
歩
の
と
き
も
必
ず
後
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

お知らせ

11

海
区
漁
業
調
整
委
員
の

選
挙
人
名
簿
登
録
申

請
を
行
う
時
期
で
す

　
青
森
県
西
部
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
９

月
１
日
現
在
で
有
権
者
の
申
請
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
定

め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
用
紙
は
町
選
挙
管
理

委
員
会
と
町
漁
業
協
同
組
合
に
備
え

て
お
り
ま
す
。

申
請
資
格
要
件

　
①
当
町
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
方
で
、
１
年
に
90
日
以

上
漁
船
を
使
用
す
る
漁
業
を

営
み
、
ま
た
は
、
漁
業
者
の
た

め
に
漁
船
を
使
用
し
て
行
う

水
産
動
植
物
採
捕
も
し
く
は

養
殖
に
従
事
し
た
方
。

　

②
海
藻
漁
業
に
つ
い
て
は
、
漁
船

の
使
用
を
条
件
と
し
ま
せ
ん
。

申
請
期
間

　
９
月
１
日
（
木
）
～
５
日
（
月
）

申
請
書
提
出
及
び
お
問
合
せ
先

　
野
辺
地
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

６
４
―
２
１
１
１
内
線
２
６
４

　

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で

�

投
票
で
き
る
方�

　
　

年
齢
要
件　

平
成
３
年
10
月
３

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
。

　
　

住
所
要
件　

平
成
23
年
６
月
26

日
以
前
か
ら
、
当
町
に
住
所
を

定
め
て
い
る
方
。

�

転
出
さ
れ
た
方�

　
　

町
外
に
転
出
さ
れ
た
方
は
、
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

　
（
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。）

�

投
票
の
方
法�

　

①
当
日
の
投
票

　
　

投
票
日
の
当
日
に
、
自
分
が
登

録
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票

し
ま
す
。

　

②
期
日
前
投
票

　
　

投
票
日
の
当
日
、
仕
事
や
旅
行

な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
と

思
わ
れ
る
方
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

　
　

日
時
と
場
所

　
　

日
時　

９
月
28
日
（
水
）
か

ら
10
月
１
日
（
土
）
ま
で
の
間
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で
。

　
　

場
所　

野
辺
地
町
期
日
前
投
票

所
（
役
場
第
３
庁
舎
小
会
議
室
）

　

③
不
在
者
投
票

　
　

※
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
（
指

定
施
設
）
に
お
け
る
不
在
者
投

票
管
理
者
の
も
と
で
行
う
投
票
。

　
　

※
仕
事
や
長
期
出
張
の
た
め
、

野
辺
地
町
以
外
の
市
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
で
す
る
投
票
。

　
　
（
こ
の
場
合
、
日
数
を
必
要
と

し
ま
す
の
で
事
前
に
手
続
等
を

確
認
し
て
お
い
て
下
さ
い
。）

　
　

※
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
、

要
介
護
の
認
定
が
重
度
の
場
合

は
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制

度
の
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

�

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧�

　

期
間　

平
成
23
年
９
月
27
日（
火
）

　

時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で

　

場
所　

野
辺
地
町
役
場
選
挙
管
理

委
員
会
室

�

開
票
日
程�

　

日
時　

10
月
２
日
（
日
）　

午
後

８
時
45
分

　

場
所　

野
辺
地
町
立
体
育
館　

競

技
場

野
辺
地
町
長
選
挙
の
お
知
ら
せ

告
示
日
９
月
27
日
（
火
）　

投
票
日
10
月
２
日（
日
）

平成23年度　犬の登録及び狂犬病予防注射日程表（下期分）
実施日：９月25日（日）～９月27日（火）

時　　　　間 場　　　　　　　所

９
月
25
日
（
日
）

　９：００　～　　９：１０ 健康増進センター駐車場
　９：１５　～　　９：３０ 烏帽子コミュニティセンター
　９：４５　～　１０：００ 馬門公民館前
１０：１０　～　１０：２０ 金沢町集会所
１０：２５　～　１０：４０ 海水浴場駐車場
１０：４５　～　１１：００ 勤労青少年ホーム前
１１：０５　～　１１：１５ 石孝電機工業駐車場：事務所 50 ｍ先（中袋町）
１１：２０　～　１１：３０ 下町２区自治会集会所前
１１：３５　～　１１：４５ 山田印刷向（駅前）
１１：５０　～　１２：０５ 役場前

９
月
26
日
（
月
）

　９：３０　～　　９：４０ 愛宕公園駐車場
　９：４５　～　　９：５５ 丸山商店：空缶回収ボックス付近（下町）
１０：００　～　１０：１０ 川目集会所付近
１０：１５　～　１０：２５ 松ノ木平ロータリー：クローバー作業所付近
１０：３０　～　１０：４５ 町立体育館
１０：５０　～　１１：００ 戊辰戦争の史跡駐車場
１１：１５　～　１１：２０ 目ノ越婦人ホーム前
１１：２５　～　１１：３５ 有戸地区学習等供用センター
１１：４０　～　１１：４５ 蟹田バス停留所前

９
月
27
日
（
火
）

　９：３０　～　　９：４０ 国道４号馬門温泉入口交差点付近
　９：５０　～　１０：０５ 常夜燈公園入口付近
１０：１０　～　１０：２０ えぼしグラウンド歩道橋付近
１０：２５　～　１０：３５ 木明工務店付近（中袋町）
１０：４０　～　１０：５５ 中道ふれあい公園駐車場
１１：０５　～　１１：１０ 木明農作業休養施設前
１１：１５　～　１１：２０ 明前農作業準備休養施設前
１１：３０　～　１１：４５ 中央公民館前

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

犬
の
登
録
（
生
涯
１
回
）
と
狂
犬

病
予
防
注
射
（
毎
年
１
回
）
は
飼
主

の
責
務
で
す
。

　

町
で
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
狂
犬

病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
既
に

登
録
済
み
の
飼
主
の
方
に
は
ハ
ガ
キ

で
通
知
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

ハ
ガ
キ
を
必
ず
お
持
ち
に
な
っ
て
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
を
済
ま
せ
て
い
な
い
犬
の
飼

主
の
方
は
登
録
し
、
ま
た
、
今
年
度

ま
だ
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬

と
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
に
は
忘

れ
ず
に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

【
登
録
料
金
（
生
涯
１
回
）】

　
　

１
頭
に
つ
き
３
千
円

【
予
防
注
射
料
金
（
年
１
回
）】

　
　

１
頭
に
つ
き
３
千
円

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き

●
飼
主
の
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

●
飼
主
が
変
わ
っ
た
と
き

●
そ
の
他
の
登
録
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

　

動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
た
場
合
は
証
明
証
を
持
参
の

上
、
予
防
注
射
済
票
の
交
付
（
１
頭

に
つ
き
５
５
０
円
）
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

届
出
・
交
付
受
付
先　

建
設
環
境
課

　

☎（
64
）２
１
１
１（
内
線
２
７
６
）

※
日
曜
日（
９
月
25
日
）も
、
実
施
い
た
し
ま
す
。



今
月
の
納
税
…
固
定
資
産
税
第
３
期
・
国
保
税
第
３
期
　
納
付
期
限
は
９
月
30
日（
金
）
で
す
。

お知らせ

平成23年度自衛官募集のご案内
受付期間：９月５日（日）～９月30日（金）

募集種目 応募資格
（平成24年４月基準） 試験期日 試験場所（予定）

看 護 学 生 男
女
高卒（見込含）
24歳未満 10月22日（土） 白山台公民館

（八戸市北白山台）

防 衛 医 科
大学校学生

男
女
高卒（見込含）
21歳未満

10月29日（土）
10月30日（日）

青森第二合同庁舎
共用会議室

防衛大学校
学生（一般）

男
女
高卒（見込含）
21歳未満

11月５日（土）
11月６日（日）

江陽公民館
（八戸市江陽２丁目）

◎　細部については、下記までお問い合わせ下さい。
　〒033－0037　三沢市松園町三丁目６－16
　　　　　　　 中野プラザビル２Ｆ（ユニバース隣）
　　　　　　　 自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
　電話、ＦＡＸ 0176－53－1346（平日：0845 ～ 1730）
　　　　　　　 e-mail:plomisawa@carrot.ocn.ne.jp
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海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
「
市

民
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
開
催
の
お
知
ら
せ

障
害
者
就
職
面
接
会
の
ご
案
内

合
同
就
職
面
接
会
の
開
催

　

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
で
は
、

地
域
の
皆
様
を
対
象
と
し
て
、「
市

民
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

《
い
　
つ
》

　

平
成
23
年
９
月
23
日
（
金
）
午
後

２
時
開
演

《
ど
こ
で
》

　

む
つ
市
下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

《
応
募
方
法
》

　

往
復
は
が
き
（
１
枚
で
５
人
様
ま

で
）
に
応
募
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

往
復
は
が
き
以
外
で
の
ご
応
募
で

す
と
無
効
に
な
り
な
す
の
で
、
ご
注

意
下
さ
い
。

　

応
募
は
、
お
一
人
様
一
枚
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

《
締
め
切
り
》

　

平
成
23
年
９
月
12
日
（
月
）
消
印

有
効

《
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
》

　

〒
０
３
５

－

８
５
１
１

　

む
つ
市
大
湊
町
４

－

１　

海
上

自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部
広
報

　
『
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
』
係

　

電
話　

０
１
７
５

－

24

－

１
１

１
１
（
内
線
２
３
０
４
）

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し

た
障
害
者
面
接
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

障
害
者
を
雇
用
し
た
い
事
業
所
の

方
、
面
接
会
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ

る
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、
野
辺
地

公
共
職
業
安
定
所
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

日
時
　
平
成
23
年
10
月
27
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

自
分
で
動
か
な
い
と

 

何
も
変
わ
ら
な
い
！
　

日
時　

平
成
23
年
９
月
28
日
（
水
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時
（
受
付

午
後
12
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分
）

会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田
（
２
階

イ
オ
ン
ホ
ー
ル
）

参
加
対
象
者　

一
般
求
職
者
（
事
前

申
込
不
要
）
※
履
歴
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い

参
加
企
業　

決
定
次
第
、
当
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載　

参
加
企
業
の
申
込
受
付
も
し
て

い
ま
す
。

申
込
み
期
限　

９
月
21
日
（
水
）

　
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
票
を
提

出
し
て
い
る
企
業
が
対
象
と
な

り
ま
す
）

問
合
せ
先　

青
森
県
地
域
共
同
就
職

自衛隊航空機の体験搭乗者募集
　航空自衛隊三沢基地では、航空自衛隊並びに三沢基地への理解を深めて
頂くために、三沢基地周辺住民の方々を対象とした航空自衛隊機への体験
搭乗者を募集します。

１　期日　⑴ＹＳ－11　　平成23年10月23日（日）
　　　　　⑵ＣＨ－47　　平成23年10月29日（土）
２　場所　　航空自衛隊三沢基地
３　対象　　小学生以上の健康な方で三沢基地周辺市町村在住者
４　内容　⑴航空自衛隊輸送機「ＹＳ－11」の体験搭乗（約15分程度）
　　　　　⑵航空自衛隊大型輸送ヘリ「CH－47Ｊ」の体験搭乗（約15分程度）
５　募集人員　いずれも約100名
６　応募要領　往復ハガキに以下を明記の上お申し込み下さい。
　　⑴希望機種　　⑵住所　　⑶搭乗希望者全員の氏名及びフリガナ（搭
乗を希望する方のみのお名前）　⑷年齢　　⑸職業　　⑹電話番号

　　お申し込み先（お問い合わせ先）
　　　033－8604　　三沢市後久保125－７　
　　　第３航空団司令部監理部渉外室広報班　宛　
　　　℡0176－53－4121　内線：3313
７　締め切り　平成23年９月16日（金）必着
８　注意事項
　⑴　当日の天候その他の理由により中止となる場合がございます。
　⑵　18才未満の方が搭乗する際には、保護者の同乗が必要です。
　⑶　ハガキ一通につき、２名様までの申し込みが可能です。
　⑷　募集人員を上回った場合には、抽選とさせて頂きます。
　⑸　ハガキに記載漏れがあった場合には、抽選の対象外とさせて頂きま
す。（返信用ハガキに希望者の氏名等、必要事項を必ず記入してくださ
い。）

　⑹　搭乗者以外（乳幼児を含む。）は、当日基地内に入ることはできません。
　⑺　10月中旬までに返信ハガキにて、搭乗の可否並びに詳細をご連絡致
します。

　⑻　体験搭乗について、三沢基地ホームページにも掲載をしております。

場
所
　
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

ア
ー

バ
ン
「
芙
蓉
の
間
」（
本
八
戸

駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

申
込
期
日

　
　
事
業
者　

９
月
２
日
（
金
）

　
　

求
職
者　

10
月
７
日
（
金
）

問
合
せ
先

　

〒
０
３
９

－

３
１
２
８

　

野
辺
地
町
昼
場
12

－

１

　

野
辺
地
町
公
共
職
業
安
定
所

　

℡
64

－

８
６
０
９

支
援
セ
ン
タ
ー
三
沢
コ
ー
ナ
ー

　

℡
０
１
７
６

－

27

－

６
０
０
５

秋の全国交通安全運動のお知らせ
運動の期間
　９月21日（水）から９月30日（金）まで10日間
運動の重点
　１　子どもと高齢者の交通事故防止
　２　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　　（特に、反射材用品等の着用及び自転車前照灯の点灯の推進）
　３　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着
用の徹底

　４　飲酒運転の根絶

県民総ぐるみで交通事故を防止しましょう！



住
民
票
・
戸
籍（
全
部
事
項
証
明
・
個
人
事
項
証
明
）の
申
請
は
、窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

地区 担　当　地　域 担 当 委 員 電話番号

駅 前 １　　新　　町　　駅 前 ２　　新　　道
枇 杷 野　　八 幡 町　　琵 琶 野　　浜　　町
え ぼ し　　馬 門 １　　城　　内　　馬 門 ２

杉　山　福　行
角　谷　　　勇

64－4403
64－2702

鳴　　沢　　下町一区　　松ノ木平　　下町二区
川　　目　　本　　町

村　山　　　勉
野　坂　長太郎

64－1638
64－5746

上 袋 町　　金 沢 町　　中 袋 町　　木　　明
下 袋 町

亀　田　和　雄
二ツ森　昭　一
高　山　重　吉

64－9428
68－2504
64－9431

明　　前　　有　　戸　　蟹　　田　　目 ノ 越
村　山　勝　雄
福　士　重　光
高　松　　　誠

64－9411
68－2447
64－9422
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お知らせ

浄
化
槽
を
正
し
く

　

使
い
ま
し
ょ
う
。

　

《
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

　
　
　
　
　

受
給
者
証
等
更
新
の
お
知
ら
せ
》

あ
な
た
の
地
域
の
担
当
農
業
委
員

農
業
者
の
方
々
を
対
象
に
し
た
借
入
相
談
・
経
営
相
談
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利

用
し
て
汚
水
を
浄
化
す
る
た
め
、
適

正
な
管
理
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
浄
化
槽
法
で
は
次
の

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

①
定
期
的
な
保
守
点
検

　

②
年
１
回
の
清
掃

　

③
法
定
検
査
の
受
検
（
使
用
開
始

後
及
び
年
１
回
）

　

法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
が
適
正
に

維
持
管
理
さ
れ
、
本
来
の
浄
化
槽
機

能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
を
判

定
す
る
も
の
で
、
社
団
法
人
青
森
県

浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー
（
電
話
０
１

７

－

７
２
６

－

９
５
０
０
）
が
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
使
用
開
始
時
や

廃
止
時
、
所
有
者
の
変
更
時
な
ど
に

は
、
青
森
環
境
管
理
事
務
所
（
電
話

０
１
７
７

－

７
３
６

－

９
２
９
２
）

へ
の
届
出
等
が
必
要
で
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
「
重
度
心
身
障
害

者
受
給
者
証
」
ま
た
は
「
重
度
心
身

障
害
者
受
給
者
決
定
通
知
書
」
は
、

９
月
30
日
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
更
新
の
手
続
き
を
行

い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
更
新
し
て

く
だ
さ
い
。

期
日
　
９
月
26
日
（
月
）
～
10
月
５

日
（
水
）・
・
《
保
険
証
に
よ
り

月
日
が
ち
が
い
ま
す
。
》

場
所
　
役
場
町
民
課
・
国
保
の
窓
口

必
要
な
書
類
な
ど

　

①
更
新
申
請
書
（
９
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
）

　

②
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
ま
た

は
受
給
者
決
定
通
知
書

　

③
印
か
ん

　

④
健
康
保
険
証

　

⑤
所
持
し
て
い
る
各
障
害
者
手
帳

　

※
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
に
お

い
て
、
受
給
者
本
人
お
よ
び
受

給
者
を
扶
養
し
て
い
る
方
の
住

所
が
当
町
に
な
い
場
合
は
、
前

住
所
地
の
『
平
成
23
年
度
所
得

課
税
証
明
書
』
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
、
次

に
該
当
す
る
方
は
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
を
し

農
業
委
員
担
当
地
域
に
つ
い
て

　

農
業
者
の
代
表
で
あ
る
農
業
委
員
は
、

担
当
地
域
に
お
い
て
、
地
域
農
業
者
の
要

望
を
く
み
取
り
、
こ
れ
に
き
め
細
か
く
応

え
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
世
話
役
と

し
て
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
①
農
業
者
に
対
す
る

相
談
・
指
導
等
日
常
相
談
活
動　

②
農
地

法
等
法
令
業
務
、
相
続
・
贈
与
税
等
納
税

猶
予
制
度
、
現
地
確
認
活
動
及
び
指
導　

③
農
業
者
へ
の
情
報
提
供
及
び
老
後
生
活

へ
の
備
え
で
農
業
者
年
金
・
家
族
経
営
協

定
の
推
進
及
び
相
談　

④
遊
休
・
耕
作
放

棄
地
、
無
断
転
用
等
の
点
検
活
動
及
び
指

導
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
実
施
）
な
ど

で
す
。
農
業
委
員
の
担
当
地
域
に
お
け
る

指
導
相
談
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

「
農
業
委
員
ご
相
談
カ
ー
ド
」
に
記
録
し

て
、委
員
会
活
動
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
、
農
地
等
に
関
し
て
は
、
担
当
の

農
業
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
青
森
支
店
は
、
平
成
23
年
８
月
25
日
か
ら
上
北
地
域
で
農
業
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
定
期
相

談
窓
口
を
新
た
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

農
業
に
関
す
る
借
入
相
談
や
経
営
相
談
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
◆
日
　
　
時　

毎
週
第
２
、
４
木
曜
日　

10
時
～
12
時
（
予
約
制
、
前
日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）

　
◆
場
　
　
所　

上
北
地
域
県
民
局　

地
域
農
林
水
産
部（
十
和
田
市
西
十
二
番
町
20

－

12　

十
和
田
合
同
庁
舎
２
階
）

　
◆
そ

　

の
　

他　

三
八
地
域
県
民
局
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
。（
毎
月
第
２
、
４
木
曜
日　

14
時
30
分
～
16
時
30
分
）

　
◆
問
合
せ
先　

株
式
会
社　

日
本
政
策
金
融
公
庫　

青
森
支
店

　
　
　
　
　
　
　

農
林
水
産
事
業
農
業
食
品
課

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
ｅ
ｌ　

０
１
７

－

７
７
７

－

４
２
１
１　

Ｆ
ａ
ｘ　

０
１
７

－

７
７
７

－

３
５
１
８

て
く
だ
さ
い
。

●
65
歳
未
満
の
方
で
次
の
事
項
に
あ

て
は
ま
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
・（
１
級
・
２
級
）

及
び
（
内
部
障
害
３
級
）
の
所

持
者
。

②
青
森
県
愛
護
手
帳
（
Ａ
）
の
所
持

者
。

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１

級
）
所
持
者
。

　

た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
限
度
額

（
老
齢
福
祉
年
金
の
所
得
制
限

を
準
用
）
以
上
の
場
合
や
、
生

活
保
護
の
適
用
を
受
け
て
い
る

方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
町
民
課
へ

☎
（
64
）
２
１
１
１
（
内
線
２
３
６
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申請書



が
ん
検
診
・
特
定
健
診
を
お
申
し
込
み
の
方
は
、忘
れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　
64
・
１
７
７
０
）

三間　結
ゆう

太
た

くん

 
「
む
し
歯
ゼ
ロ
お
め
で
と
う　

こ

れ
か
ら
も
、
健
ち
ゃ
ん
と
歯
み
が
き

が
ん
ば
ろ
う
ね
」

�

（
母
、
友
美
、
城
内
）

滝沢　凛
りん

ちゃん

 
「
こ
れ
か
ら
も
歯
み
が
き
が
ん
ば

ろ
う
ね
！
」�

（
母
、
恵
美
、
金
沢
）

蛯沢萌
も

那
な

瑚
こ

ちゃん

 「
口
元
か
ら
美
人
に
な
れ
る
よ
う
、

頑
張
り
ま
す
！
」

�

（
母
、
文
華
、
鳴
沢
）

齋藤　月
るな

ちゃん

 
「
虫
歯
ゼ
ロ
、
す
ご
ー
い
！　

虫

バ
イ
キ
ン
の
い
な
い
キ
レ
イ
な
歯
で

い
よ
う
ね
♡
」

�

（
母
、
格
子
、
馬
門
一
）
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「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届
け

ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
載
せ

て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の

際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
（
７
月
受
付
分
）
町
民
課

大
森　

疏そ

吾わ

く
ん
（
勇
耐
）
中　

袋

澤
田　

琴こ
と
実み
ち
ゃ
ん
（
千
里
）
下　

袋

笹
木　

望み

永と
ち
ゃ
ん
（
祐
志
）
中　

袋

髙
橋　

結ゆ
い
華か
ち
ゃ
ん
（
直
樹
）
下　

袋

三
上　
　

暖の
ん

ち
ゃ
ん
（
雄
太
）
え
ぼ
し

鳥
谷
部
心し

乃の
ち
ゃ
ん
（
一
成
）
浜　

町

吉
田
す
づ
ゑ
さ
ん　
（
65
）
金　
　

沢

荒
谷
ケ
イ
子
さ
ん　
（
74
）
中　
　

袋

熊
谷　

ツ
ヤ
さ
ん　
（
79
）
下 

町 

一

熊
谷
キ
ン
コ
さ
ん　
（
82
）
馬 

門 

一

四
　

か
よ
さ
ん　
（
86
）
浜　
　

町

新
藤　

タ
ミ
さ
ん　
（
87
）
下 
町 
二

松
田　

俊
弘
さ
ん　
（
55
）
下　
　

袋

上
野
三
千
夫
さ
ん　
（
86
）
八 

幡 

町

まずは声をかけあうことから始めてみませんか？

�あなたにもできる自殺予防のための行動 �
＜気づき＞　家族や仲間の変化に気づいて、声をかける

○発言や行動の変化や体調の変
化など、家族や仲間の変化に
敏感になり、心の悩みや様々
な問題を抱えている人が発す
る周りへのサインになるべく早く気づきましょう。

○変化に気づいたら「眠れてますか？」など自分にで
きる声かけをしていきましょう。

＜傾聴＞　本人の気持ちを尊重して、耳を傾ける　こ

れが傾聴です

○悩みを話してくれたら、時間をかけて、できる限り
傾聴しましょう

○話題をそらしたり、訴えや気持ちを否定したり、表
面的な励ましをしたりすることは逆効果です。本人
の気持ちを尊重し、共感した上で、相手を大切に思
う自分の気持ちを伝えましょう。

＜つなぎ＞　早めに専門家に相談するよう促す

○心の病気や社会・経済的な問題を抱えているようで
あれば、公的相談機関医療機関等の専門家への相談
につなげましょう。

○相談を受けた側も、一人では抱え込まず、プライバ
シーに配慮した上で、本人の置かれている状況や気持ちを理解してくれる家族・友人・
上司といったキーパーソンの協力を求め、連携をとりましょう。

＜見守り＞　あたたかく寄りそいながら、じっくりと見守る

○身体や心の健康状態について自然な雰囲気で声をかけて、あせらずに優しく寄りそい
ながら見守りましょう。

○必要に応じ、キーパーソンと連携をとり、専門家に情報を提供しましょう。

健康増進センターでは、自殺予防についての研修
会の実施や相談窓口を設置しています　　秘密は
守られます

【問い合わせ先】　野辺地町健康増進センター　
電話６４－８０８０　保健師直通

自 殺 予 防 週 間
　� ９月10日（土）～９月16日（金）

●第１月曜日（５日）

老人福祉センター

時間：午前10時～午後２時

健康づくり憩いの湯

●毎週月・木曜日（祝祭日

除く）

　有戸地区はまなす

　　　　ふれあいセンター

時間：午後１時

　　　～午後２時45分

バス運行日（毎週月･木曜日）

９月１・５・８・12

　　15・22・26・29日



町
税
等
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！
（
口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関
　
青
森
銀
行
・
み
ち
の
く
銀
行
・
青
い
森
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
ゆ
う
き
青
森
農
業
協
同
組
合
野
辺
地
支
所
）
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無 料 相 談 案 内
名　　称 相　談　内　容 期日と時間 場　　所 相談担当または電話番号

年 金 相 談 国民年金に関する
こと

今月は休みです
次回は10月26日（水）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

青森年金事務所
０１７－７３４－７４９８
（完全予約制です）�
〒030-8554青森市中央１－22－8

人 権 相 談
困りごと・いやが
らせ等人権の擁護
に関すること

10月４日（火）
９：00 ～ 12：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

人権擁護委員
64－２１１１

町 民 よ ろ ず
相 談 室

生活全般に関する
こと

月曜日・水曜日�
９：30 ～ 15：00 役 場 相 談 室

事前に総務課64－2111（内228）
緊急の相談は月～木曜日９：30 ～
15：00

弁護士無料相談 民事・一般 10月７日（金）
14：15 ～ 16：45

老 人 福 祉
セ ン タ ー

弁護士が対応します。９月30日
まで総務課64－2111（内228）へ
申し込みください。予約必要

児童家庭相談 養護・児童虐待等
に関すること

月～金曜日
（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

野 辺 地 町
健 康 福 祉 課 64－２１１１

行 政 相 談 行政に関する苦情・
要望等に関すること

９月20日（火）
９：00 ～ 12：00 役 場 相 談 室 行政相談委員

教 育 相 談 しつけ・いじめ等
に関すること

月～金曜日（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

教 育 委 員 会
直 通 電 話 64－４９５４

電 話 介 護
相 　 　 談 介護に関すること 月～金曜日（祝・祭日除く）

９：00 ～ 16：00
健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

国

民

年

金

保

険

料

８

月

分

の

納

付

期

限

は

９

月

30

日
（

金

）

で

す

国民年金保険料収納業務の民間委託（市場化テスト）について

国民年金保険料は口座振替がお得です

詳しくは、下記にお問い合わせください。
　青森年金事務所　　℡ 017-734-7495
　野辺地町役場
　国保・年金医療班　℡ 64-2111（内線241）

　日本年金機構では、国民年金保険料が納め忘れとなっている方に対する「電話や文書、戸別訪問
による納付督励や保険料の収納業務」について、民間委託を実施しています。
　これは、「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」に基づいて、従来官公庁が行って
きた事業において民間事業者の参入機会を拡げ、民間事業者の創意工夫やノウハウの活用により、
低コストでより良いサービスの提供を目指す「市場化テスト事業」として導入されたもので、市場
化テスト受託事業者は、次のとおりです。
　＜受託事業者（平成23年４月１日現在）＞
　・㈱アイヴィジット　　・㈱エヌ・ティ・ティ・ソルコ
　・㈱オリエントコーポレーション　　・キャリアリンク㈱
　・アイ・シー・アール　バックスグループ共同企業体
　・日立キャピタル債権回収・日立キャピタル共同企業体　以上全６社
　◎　詳しくはお近くの年金事務所国民年金担当課へお問い合わせください。
　◎　市場化テスト事業者には、個人情報保護の管理を徹底していますので、皆様のご理解とご協
力をお願いします。
　※　受託事業者の担当地区等、詳細については、日本年金機構ホームページで確認ください。

日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省けるうえ、納め忘
れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に引き落とさせていただくことにより、月々 50円割引される早割制度や、
現金納付よりも割引額が多い６か月前納・１年前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機関または年
金事務所へお申し出ください。
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・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

９
月
は
16
時
30
分

健康増進センター
　前田５番地２
　　　　☎64－１７７０☆母子健康手帳の発行は各種相談と同様、毎週火・木曜日（８：30～17：00）となります。

保健行事名 月日・時間 場所・ＴＥＬ 対象 内容 備考

４カ月児

　　こども健診

９月８日㈭
13：15開始

10月20日㈭
13：15開始

野辺地病院
小　児　科
（64－3211）

〈９月８日〉
平成23年５月生まれ

〈10月20日〉
平成23年６月生まれ

育児相談
離乳食前期指導
身体計測
小児科医診察等
結核予防法によるＢＣＧワク
チンの定期接種

対象者には個別に通
知します。�

ＢＣＧ予防接種

７カ月児

　　こども相談

９月14日㈬
10：00開始

健�康�増�進
セ�ン�タ�ー
�（64－1770）�

電話でのご
相談・お問
い合わせは
64－8080

（はればれ）
火・木曜日

平成23年２月生まれの乳児

育児相談
離乳食中期指導
離乳食試食
身体計測

母子健康手帳、�バス
タオルをお持ちくだ
さい。�
対象者への個別通知
はしておりません。�
毎月の広報で確認の
うえ、�おいでくださ
い。�

10カ月児

　　こども健診

９月14日㈬
13：00開始 平成22年11月生まれの乳児 育児相談

離乳食後期指導
身体計測・歯科保健指導・歯
科健診等１歳児

　　こども健診

９月14日㈬
13：30開始 平成22年９月生まれの乳児

みんなの

　　こども相談

９月14日㈬
14：30開始

０歳児から就学前まででこれ
までのこども健診・相談の対
象月年齢以外の児�（希望者）�

育児相談・栄養相談
身体計測
歯科健診等

できれば、前日までに
健康増進センターにお
申し込みください。�

１歳６カ月児

　　こども健診

９月６日㈫
12：50開始

平成22年２月～平成22年３月
生まれの幼児

育児相談・身体計測
小児科医診察
歯科健診等

対象者には個別に通
知します。�

ことばの相談
10月４日㈫
15：00開始

ことばなどの発達で相談した
い幼児

個別相談・指導�（わかば学級
教諭が対応）�

前日までに、�健康増
進センターにお申し
込みください。�

３歳児

　　こども健診

10月４日㈫
12：40開始

平成20年３月～４月生まれの
幼児

育児相談・身体計測
生活栄養指導
小児科診察・歯科健診
尿検査・聴覚検査等

対象者には個別に通
知します。�

すくすくテレフォン
火・木曜日
�（祝祭日除く）�
８：30 ～ 17：00

妊婦、�産後の方、�育児中の母
親、�家族の方など

妊娠・育児の電話相談
�（保健師が対応）�

思春期はればれ

電話相談

思春期の方、�思春期のお子さ
んをもつ親など

思春期のこころやからだの電
話相談�（保健師が対応）�

総合健康相談

火・木曜日
�（祝祭日除く）�
８：30 ～ 17：00

町民一般 保健師による健康相談
管理栄養士による食事相談

あれば健康手帳や健
診結果通知書をお持
ちください。�
事前にお申し込みく
ださい。�

マ タ ニ テ ィ

サ ロ ン

９月29日㈭
13：30 ～ 15：00

健�康�増�進
セ�ン�タ�ー 妊婦とその家族

おしゃべり、�情報交換、�リフ
レッシュ
助産婦によるミニ講話

事前申込み不要。

〈予防接種〉

麻しん風しん混

合Ⅱ期

９月１日㈭
～９月30日㈮

町�内�委�託
医�療�機�関

平成17年４月２日～
平成18年４月１日生れの幼児
（平成24年度就学児）

予防接種法による定期接種

対象者には個別に通
知しています。
８月以降転入された
方など案内が届いて
いない方は連絡下さ
い。���

青 森 県 こ ど も

救 急 電 話 相 談

土曜日・日曜日
・祝日　　　　
19：00 ～ 22：30

＃８０００
または

０１７-　　　　

７
な

２
に

２
に

- １
い

１
い

５
こ

２
に

小児の保護者等

小児の急病等への家庭内での
対応や医療機関への受診の目
安などの相談の対応�（看護師
が対応　小児科医が支援）

青森県が実施主体です。�
電話番号はどちらも携
帯電話からでも可能で
す。�

♥献血のお知らせ ９月10日 観光物産ＰＲセンター　９：30 ～ 12：00
　13：00 ～ 16：00（のへじ停車場まつり協賛）
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